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未来茶輪（ミライカフェ）11年が過ぎました 

 

毎月 1回。まちづくりの活動をしていらっしゃるゲストを招いて、お話をして

いただき、それをヒントに参加者で対話をするという「未来茶輪」。フューチャー

センターを目指して開催してきました。 

 

☆コロナ禍でも 

コロナ禍で、対面でお目にかかってイベントをするということが難しかった時

には、オンラインに切り換えて、月に 1回のペースは崩さずに「場」を設けてき

ました。コロナ禍が一段落してからは、会場での対面とオンラインのハイブリッ

ドで続けています。 

 

☆11年経って 

 2014年 4月から始めて、11年。昨年の 3月には 10周年のイベントも開催するこ

とができました。 

そして、気を抜かずにまた 1年、回を重ねることができました。快くお話を引き

受けてくださるゲストの方、参加してくださる方、そして、場所を貸してくださる

名古屋都市センターさん、一緒に会を支えてくださる未来茶輪マスターズ！ 

本当に、みなさまのお陰です。ありがとうございました。 

 

☆今後に向けて 

 「場」があることが大切。と言われました。参加者が多くても少なくても…長く

続く「場」。一旦、離れても、また戻ることができる「場」があるということが大切

なのだと。 

 しかし、マンネリ化しないように、2025年度は少し冒険しようと計画していま

す。「場」はあるけれど、場所は変えてみるとか、企画メンバーもやってもいいよと

いう方にジョインしていただくなど。まちは少しずつ変わっていく部分がたくさん

あります。みんなの想いが叶うような変化になっていくのだと思います。 

 未来茶輪も、みんなの想いが叶うように少しずつ変化していきたいと考えていま

す。ぜひ、みなさまのご声援とご支援をお願いいたします。 

 

＊未来茶輪をはじめて 11年。4月からは 12年めに突

入します。当事者は前だけ見て（突っ走って）きた

のですが、実は、毎月開催をすることで精いっぱい

だったようなきがします。 

 やっと、冷静にふりかえることができました。ふ

りかえった内容から、未来茶輪のフレンドリーな雰

囲気は大切に！新しくご参加いただいた方には、も

っと welcome感をもって！ 

そして、少しずつ新しいことに挑戦していってみ

よう！となりました。 


